
　

筆
者
が
月
刊
食
品
機
械
装
置
の
２
０
１
４

年
11
月
号
に
『
中
小
食
品
工
場
に
お
け
る
生

産
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
時
の
課
題
』
と
題
し

た
寄
稿
を
行
っ
て
か
ら
、
す
で
に
10
年
以
上

が
経
過
し
た
。
こ
の
寄
稿
は
、
主
に
基
幹
シ

ス
テ
ム
の
マ
ス
タ
整
備
（
品
目
・
工
程
・
レ

シ
ピ
な
ど
の
コ
ー
ド
体
系
）
に
焦
点
を
当
て

た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
食
品
業
界
を

取
り
巻
く
環
境
は
絶
え
ず
変
化
し
て
き
た

が
、
特
に
こ
こ
１
〜
２
年
の
変
化
は
、
従
来

の
延
長
線
上
に
は
な
い
質
的
な
転
換
を
伴
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
、
Ａ
Ｉ
技
術
の
急
速
な
進

化
と
普
及
で
あ
る
。
Ａ
Ｉ
革
命
の
進
展
は
極

め
て
速
く
、
そ
の
影
響
力
と
ス
ピ
ー
ド
は
、

１
９
９
５
年
前
後
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
一

般
に
普
及
し
始
め
た
時
期
以
上
で
あ
ろ
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
企
業
活
動
や
社
会
構
造

を
大
き
く
変
容
さ
せ
た
が
、
Ａ
Ｉ
も
ま
た
、

情
報
処
理
や
意
思
決
定
、
さ
ら
に
は
組
織
運

営
の
あ
り
方
を
根
本
か
ら
変
え
る
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
。

 　

筆
者
は
、
企
業
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
革
命
を

「
Ａ
Ｉ
に
よ
る
知
見
の
獲
得 

→ 

思
考
の
深

化 

→ 

組
織
の
変
革
」
と
い
う
三
段
階
の
プ

ロ
セ
ス
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。す
な
わ
ち
、

Ａ
Ｉ
を
通
じ
て
新
た
な
知
識
や
洞
察
を
得
る

こ
と
が
出
発
点
と
な
り
、
そ
れ
が
組
織
内
で

の
思
考
や
議
論
の
深
化
を
促
し
、
最
終
的
に

組
織
構
造
や
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
刷
新
へ
と
つ

な
が
る
。
こ
の
変
革
の
循
環
に
お
い
て
、
Ａ

Ｉ
は
単
な
る
補
助
的
な
ツ
ー
ル
、
自
動
化
の

ツ
ー
ル
で
は
な
く
、
変
革
の
駆
動
力
そ
の
も

の
で
あ
る
。 

　

中
小
食
品
工
場
も
こ
の
潮
流
か
ら
逃
れ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
外
部
環
境
の
変
化
に
柔

軟
に
適
応
し
、
競
争
力
を
維
持
・
向
上
さ
せ

る
た
め
に
は
、
絶
え
ざ
る
組
織
変
革
が
求
め

ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
組
織
変
革
の
中
核

に
Ａ
Ｉ
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
、
今
後
の
生

存
戦
略
の
鍵
と
な
る
。
経
営
層
は
早
急
に
、

Ａ
Ｉ
を
自
社
の
組
織
へ
組
み
込
む
た
め
の
準

備
を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

中
小
食
品
工
場
に
お
い
て
Ａ
Ｉ
活
用
を
実
現

す
る
に
は
、
ま
ず
デ
ー
タ
基
盤
の
整
備
と
い

う
根
本
的
な
課
題
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。

中
小
食
品
工
場
の

生
産
計
画

株
式
会
社
ロ
ー
ゼ
ッ
ク　

代
表
取
締
役

早
川
雅
人

デ
ー
タ
品
質
の
重
要
性

 　

Ａ
Ｉ
を
効
果
的
に
活
用
す
る
た
め
の
第

一
歩
は
、
適
切
な
デ
ー
タ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
で

あ
る
。
こ
こ
で
い
う
デ
ー
タ
と
は
、
単
な
る

数
値
や
テ
キ
ス
ト
に
限
ら
ず
、
定
性
デ
ー

タ
・
定
量
デ
ー
タ
、
音
声
、
画
像
、
動
画
、

さ
ら
に
は
温
度
や
湿
度
、
味
覚
、
臭
気
な
ど

の
セ
ン
サ
ー
デ
ー
タ
ま
で
、
多
種
多
様
で
あ

る
。
技
術
的
に
は
、
こ
う
し
た
異
な
る
形
式

の
デ
ー
タ
を
そ
の
ま
ま
Ａ
Ｉ
に
投
入
す
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
的
に

は
、
期
待
通
り
の
結
果
を
引
き
出
す
こ
と
は

【
第
１
章
】
A‌

I
活
用
に
向
け
た
デ
ー
タ
基
盤
と
組
織
変
革

AIによる
知見の獲得
データ分析

パターン認識

異常検知

思考の深化

意思決定の高度化

予測精度向上

新たな気づき

組織の変革

文化の変容

役割の再定義

業務プロセス刷新

難
し
い
。
Ａ
Ｉ
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
質
は
、

イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
る
情
報
が
ど
れ
ほ
ど
整
理

さ
れ
、
構
造
化
さ
れ
て
い
る
か
に
大
き
く

依
存
す
る
。「G

arbage in, garbage out

（G
IG

O

）」
と
い
う
情
報
処
理
の
原
則
は
、

Ａ
Ｉ
時
代
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
有
効
で

あ
り
、
無
秩
序
な
デ
ー
タ
か
ら
は
高
品
質
な

成
果
は
得
ら
れ
な
い
。

デ
ー
タ
収
集
に
お
け
る 

構
造
的
課
題 

　

多
く
の
中
小
食
品
工
場
に
お
い
て
は
、

う
か
。

　

こ
れ
は
、
部
署
単
位
で
の
部
分
最
適
を
優

先
し
、
全
社
最
適
を
視
野
に
入
れ
な
い
ま
ま

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
き
た
結
果
で
あ
る
。

ベ
ン
ダ
ー
は
、
自
社
商
品
対
象
外
や
導
入
困

難
な
領
域
を
後
回
し
に
し
、
実
質
的
な
統
合

を
伴
わ
な
い
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
て
き
た
。

ユ
ー
ザ
も
現
場
の
慣
行
維
持
を
優
先
し
、
経

営
層
が
改
革
を
先
送
り
し
て
き
た
。 

こ
う

し
て
全
体
最
適
が
な
さ
れ
ず
、
複
数
の
部
分

的
シ
ス
テ
ム
が
併
存
す
る
状
況
で
は
、
同
じ

よ
う
な
デ
ー
タ
が
異
な
る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で

社
内
に
分
散
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
手
作
業

で
つ
な
い
で
い
る
た
め
、
時
間
と
工
数
が
か

か
っ
て
い
る
。（
Ｒ
Ｐ
Ａ
は
部
分
最
適
を
温

存
す
る
懸
念
が
あ
る
。
社
外
由
来
の
デ
ー
タ

で
あ
れ
ば
仕
方
な
い
面
も
あ
る
が
、
社
内
完

結
す
る
デ
ー
タ
は
標
準
化
し
、
業
務
を
標
準

的
か
つ
シ
ン
プ
ル
に
変
え
る
べ
き
で
あ
る
）

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
最
も
影
響
を
受
け
て

い
る
の
が
生
産
計
画
業
務
で
あ
る
。
こ
の
業

務
フ
ロ
ー
的
に
中
核
に
位
置
す
る
仕
事
は
、

他
部
署
の
情
報
を
多
く
必
要
と
す
る
。
逆
を

言
え
ば
、
生
産
計
画
業
務
を
シ
ス
テ
ム
化
で

き
れ
ば
、
社
内
の
デ
ー
タ
が
ス
ム
ー
ズ
に
流

れ
る
よ
う
に
な
る
。
生
産
計
画
を
シ
ス
テ
ム

化
し
、
基
幹
デ
ー
タ
を
標
準
化
し
て
共
通

ル
ー
ル
の
も
と
で
運
用
す
る
こ
と
こ
そ
が
、

Ａ
Ｉ
を
実
装
で
き
る
デ
ー
タ
基
盤
構
築
の
前

提
条
件
と
な
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
生
産
計

画
業
務
を
中
核
に
据
え
て
掘
り
下
げ
て
い

く
。

　

な
お
、
本
稿
は
食
品
工
場
を
対
象
と
し
た

も
の
で
あ
り
、
他
業
界
へ
の
適
用
は
前
提
と

し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
以
下
の
記
述
に
お

い
て
は
、
毎
回
「
食
品
製
造
業
に
お
い
て
」

と
明
示
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
文
意
か
ら
自
明

で
あ
る
場
合
は
省
略
し
て
い
る
。

生
産
計
画
立
案
で 

考
慮
す
べ
き
フ
ァ
ク
タ
ー

　

生
産
計
画
を
立
案
す
る
際
に
は
、
基
幹

デ
ー
タ
三
要
素
「
需
要
（
オ
ー
ダ
ー
情
報
）」

「
在
庫
情
報
」「
レ
シ
ピ
／
工
程
（
能
力
）
情

報
」
が
中
核
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
営
業
・
製

造
・
購
買
・
品
質
管
理
・
開
発
な
ど
複
数
部

門
に
ま
た
が
っ
て
利
用
さ
れ
、
計
画
の
精
度

や
対
応
力
を
大
き
く
左
右
す
る
。
三
要
素
は

単
な
る
デ
ー
タ
の
集
合
で
は
な
く
、
日
々
の

変
動
対
応
や
突
発
的
な
計
画
変
更
に
お
け
る

意
思
決
定
の
基
盤
で
あ
る
。
本
章
で
は
三
要

素
を
順
に
整
理
し
て
い
く
。

［
１
］
需
要
（
オ
ー
ダ
ー
情
報
）

　

生
産
計
画
は
、ほ
と
ん
ど
の
場
合
「
需
要
」

を
起
点
に
組
み
立
て
ら
れ
る
。
こ
こ
で
い
う

需
要
と
は
、
確
定
受
注
に
限
ら
ず
、
内
示
・

仮
発
注
・
販
売
計
画
・
需
要
予
測
な
ど
、
形

を
変
え
て
現
れ
る
将
来
の
注
文
や
販
売
見
込

デ
ー
タ
品
質
を
論
じ
る
以
前
に
、
必
要
な

デ
ー
タ
が
集
ま
ら
な
い
、
収
集
に
多
大
な
時

間
と
工
数
が
か
か
る
と
い
っ
た
根
本
的
な
課

題
が
あ
る
。
食
品
製
造
業
に
従
事
し
て
い
る

方
な
ら
ば
身
に
覚
え
が
あ
る
と
思
う
が
、
営

業
部
門
の
注
文
情
報
や
需
要
予
測
を
生
産
管

理
部
門
が
エ
ク
セ
ル
計
画
に
手
入
力
す
る
、

製
造
部
門
の
紙
帳
票
に
よ
る
在
庫
情
報
を
購

買
部
門
が
荷
姿
や
発
注
ロ
ッ
ト
を
考
慮
し
て

再
計
算
す
る
、
開
発
部
門
の
製
品
レ
シ
ピ
を

製
造
部
門
が
バ
ッ
チ
換
算
レ
シ
ピ
に
作
り
直

す
、
な
ど
の
手
作
業
が
生
じ
て
い
な
い
だ
ろ

【
第
２
章
】
生
産
計
画
の
基
幹
デ
ー
タ
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み
を
含
む
。
需
要
変
動
が
大
き
い
と
、
在
庫

や
設
備
能
力
の
許
容
範
囲
を
超
え
る
た
め
生

産
計
画
の
調
整
が
必
要
と
な
る
。
需
要
は
生

産
計
画
の「
出
発
点
」で
あ
る
と
同
時
に
、「
制

約
条
件
」
で
も
あ
る
。
製
造
や
購
買
の
計
画

だ
け
で
な
く
、
原
材
料
・
資
材
の
手
配
、
在

庫
の
持
ち
方
、
設
備
割
付
を
制
限
す
る
。
需

要
が
生
産
計
画
に
及
ぼ
す
要
素
を
以
下
に
述

べ
る
。

①
受
注
確
定
タ
イ
ミ
ン
グ

　

受
注
確
定
時
期
は
業
界
の
商
習
慣
や
顧
客

と
の
契
約
条
件
、
力
関
係
に
よ
っ
て
大
き
く

異
な
る
。
コ
ン
ビ
ニ
向
け
日
配
食
品
の
よ
う

に
当
日
午
前
に
確
定
し
て
午
後
に
出
荷
す
る

超
短
納
期
も
あ
れ
ば
、
前
日
確
定
、
前
週
確

定
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
確
定
が
遅
く

な
る
ほ
ど
計
画
変
更
の
自
由
度
は
低
下
し
、

在
庫
や
工
程
能
力
へ
の
負
荷
が
増
す
。ま
た
、

確
定
後
に
も
発
注
漏
れ
や
急
な
追
加
が
入
る

場
合
が
あ
り
、
計
画
立
案
時
に
は
こ
う
し
た

不
確
定
要
素
を
織
り
込
む
必
要
が
あ
る
。

②
需
要
予
測
の
粒
度
と
期
間

　

日
別
・
週
別
・
旬
別
・
月
別
と
い
っ
た
時

間
の
粒
度
や
、
Ｓ
Ｋ
Ｕ
単
位
・
カ
テ
ゴ
リ
ー

単
位
な
ど
の
品
目
粒
度
に
よ
っ
て
、
計
画
の

精
度
や
立
案
方
法
が
異
な
る
。
多
く
の
食
品

工
場
で
は
、
月
間
計
画
か
ら
週
間
計
画
、
そ

し
て
日
別
計
画
へ
と
、
日
付
が
近
づ
く
に
つ

れ
て
粒
度
を
細
か
く
し
て
い
く
手
法
を
採
用

し
て
い
る
。
粒
度
の
選
択
は
、
在
庫
の
持
ち

方
や
工
程
能
力
か
ら
決
ま
っ
て
く
る
。

③
重
要
顧
客

　

す
べ
て
の
需
要
が
同
等
に
扱
わ
れ
る
わ
け

で
は
な
い
。
取
引
量
の
大
き
い
顧
客
や
長
期

契
約
を
結
ん
で
い
る
顧
客
の
注
文
は
、
社
内

の
販
売
計
画
や
小
口
顧
客
よ
り
も
優
先
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
需
要
情
報

は
単
な
る
数
量
だ
け
で
な
く
、
ど
の
顧
客
か

ら
の
注
文
な
の
か
が
生
産
計
画
時
に
分
か
る

必
要
が
あ
る
。

④
欠
品
と
余
剰

　

欠
品
や
余
剰
が
生
じ
た
場
合
の
対
応
方
針

に
よ
っ
て
、
需
要
に
対
す
る
実
際
の
生
産
計

画
数
は
増
減
す
る
。
欠
品
発
生
時
に
多
額
の

違
約
金
が
生
じ
る
契
約
の
場
合
は
、
多
め
に

製
造
す
る
か
、
コ
ス
ト
を
度
外
視
し
て
で
も

不
足
分
を
追
加
製
造
す
る
。過
剰
生
産
分
を
、

社
内
販
売
・
自
社
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
・
販
促
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
消
化
す
る
工
場
の
場
合
は
、

需
要
予
測
を
多
め
に
見
積
も
る
傾
向
が
あ
る

よ
う
だ
。
出
来
高
が
予
定
よ
り
多
く
て
も
少

な
く
て
も
全
量
を
買
い
取
っ
て
も
ら
う
契
約

の
場
合
は
、
需
要
予
測
値
を
そ
の
ま
ま
製
造

計
画
数
と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

⑤
大
幅
な
需
要
変
動

　

特
売
や
大
型
販
促
、
季
節
行
事
（
お
盆
・

年
末
年
始
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
な
ど
）

の
時
期
は
、
平
常
時
の
数
倍
に
及
ぶ
需
要
の

急
増
が
発
生
す
る
。
こ
れ
ら
の
需
要
は
一
時

的
で
あ
る
も
の
の
、
生
産
ラ
イ
ン
や
物
流
、

原
材
料
の
手
配
に
大
き
な
負
荷
を
与
え
る
。

こ
う
し
た
大
幅
な
需
要
変
動
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、
過
去
の
実
績
デ
ー
タ
分
析
と
需
要

パ
タ
ー
ン
の
把
握
に
加
え
、
在
庫
戦
略
や
柔

軟
な
生
産
能
力
調
整
を
組
み
合
わ
せ
た
計
画

が
不
可
欠
で
あ
る
。

［
２
］
在
庫
情
報

　

在
庫
は
需
要
変
動
に
対
す
る
「
緩
衝
材
」

で
あ
り
、
生
産
計
画
の
柔
軟
性
を
支
え
る
要

素
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
在
庫
に
は
、
製
品

在
庫
・
仕
掛
品
在
庫
・
原
材
料
在
庫
が
含
ま

れ
る
。
い
ず
れ
も
需
要
予
測
の
誤
差
を
吸
収

し
、
機
会
損
失
を
防
ぎ
、
安
定
的
な
製
造
を

実
現
す
る
役
割
を
持
つ
。
よ
っ
て
、
本
稿
で

い
う
在
庫
と
は
、
需
要
変
動
に
対
応
す
る
こ

と
を
主
目
的
と
し
て
計
画
的
に
保
管
す
る
も

の
を
指
し
、
製
造
過
程
で
偶
発
的
に
生
じ
た

端
材
や
余
剰
品
は
含
ま
な
い
。
在
庫
戦
略
の

核
心
は
、『
ど
こ
で
在
庫
を
持
つ
か
（
ス
ト
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
の
位
置
）』
で
あ
る
。
加
え
て
、

賞
味
期
限
や
出
荷
期
限
な
ど
の
要
素
を
考
慮

に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
以
下
に
代
表
的
な

在
庫
パ
タ
ー
ン
と
要
素
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト

を
加
え
る
。

①
製
品
在
庫

　

賞
味
期
限
が
長
く
（
例
：
90
日
以
上
）、

か
つ
ア
ソ
ー
ト
や
入
数
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
少
な
い
製
品
で
は
、
完
成
品
の
形
で
在
庫

を
持
つ
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
特
に
レ
ト
ル

ト
食
品
や
冷
凍
食
品
な
ど
長
期
保
存
が
可
能

な
製
品
で
は
、
需
要
変
動
へ
の
耐
性
を
高
め

る
た
め
に
製
品
在
庫
を
積
み
増
す
の
が
一
般

的
で
あ
る
。
製
品
在
庫
は
消
費
地
近
く
に
保

管
し
、
受
注
に
即
応
で
き
る
体
制
を
と
る
こ

と
で
、短
納
期
要
求
に
も
対
応
可
能
と
な
る
。

②
仕
掛
品
在
庫

　

仕
掛
品
（
バ
ラ
製
品
も
含
む
）
在
庫
は
、

包
装
形
態
や
入
数
の
異
な
る
複
数
製
品
に
柔

軟
に
対
応
す
る
た
め
の
選
択
肢
で
あ
る
。
共

通
の
仕
掛
品
ま
で
製
造
し
て
お
く
こ
と
で
、

注
文
仕
様
の
変
更
や
包
装
の
切
替
を
短
時
間

で
行
え
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
段
取
り
替
え
の

回
数
を
減
ら
し
て
生
産
効
率
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。
バ
ッ
チ
単
位
の
製
造
出
来

高
と
受
注
数
の
差
分
を
吸
収
す
る
面
も
あ

る
。

　

ま
た
、
普
段
は
仕
掛
品
で
在
庫
を
持
た
な

い
場
合
で
も
、
廃
棄
リ
ス
ク
を
承
知
の
上
で

作
り
置
き
や
冷
蔵
保
管
に
よ
っ
て
短
期
的
に

仕
掛
品
在
庫
を
持
つ
場
合
が
あ
る
。
繁
忙
期

や
原
料
供
給
が
途
絶
す
る
時
期
（
年
末
年

始
・
大
型
連
休
前
な
ど
）
に
限
定
的
に
普
段

は
立
て
て
な
い
生
産
計
画
を
立
て
る
こ
と
が

あ
る
。

③
原
料
資
材
在
庫

　

原
料
や
資
材
の
調
達
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
長

い
場
合
、
在
庫
は
不
可
欠
で
あ
る
。
季
節
性

の
あ
る
野
菜
や
魚
介
類
、
輸
入
品
、
包
装
資

材
な
ど
の
場
合
は
、
調
達
ま
で
数
週
間
か
ら

数
カ
月
に
及
ぶ
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
原
料

資
材
の
在
庫
や
入
荷
予
定
状
況
が
生
産
計
画

立
案
に
影
響
を
与
え
る
。
原
料
起
点
型
の
生

産
計
画
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

④
在
庫
を
持
た
な
い

　

原
材
料
を
全
て
支
給
さ
れ
完
成
し
た
モ
ノ

を
全
て
引
き
取
っ
て
も
ら
う
よ
う
な
、
在
庫

を
全
く
持
た
な
い
或
い
は
預
か
り
在
庫
だ
け

の
会
社
も
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
生
産
計
画

は
必
要
な
い
（
納
期
だ
け
が
問
題
と
な
る
）

の
で
、
本
稿
の
対
象
外
と
す
る
。

⑤
賞
味
期
限

　

食
品
製
造
業
を
他
の
製
造
業
と
区
別
す
る

要
素
の
ひ
と
つ
は
、
賞
味
期
限
、
使
用
期
限
、

出
荷
期
限
な
ど
の
期
限
（
以
下
、
ま
と
め
て

賞
味
期
限
と
表
現
す
る
）
で
あ
る
。
賞
味
期

限
は
生
産
計
画
立
案
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
。
例
え
ば
、
生
産
計
画
に
必
要
な
在
庫
数

は
、
使
用
す
る
時
点
で
使
え
る
か
使
え
な
い

か
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

仕
掛
品
や
原
料
資
材
の
廃
棄
を
避
け
る
た
め

に
、
需
要
起
点
で
生
産
計
画
を
立
て
る
の
で

は
な
く
、
在
庫
の
賞
味
期
限
が
起
点
と
な
っ

て
生
産
計
画
を
立
て
る
、
と
い
う
こ
と
も
有

り
得
る
。
賞
味
期
限
の
短
い
原
料
を
加
工
し

て
仕
掛
品
に
変
え
て
賞
味
期
限
を
の
ば
し
て

い
る
工
場
の
生
産
計
画
は
、
工
程
負
荷
の
平

準
化
が
主
な
眼
目
と
な
る
。
製
品
お
よ
び
仕

掛
品
の
賞
味
期
限
が
１
〜
２
日
程
度
の
場
合

は
、
原
材
料
の
在
庫
を
多
め
に
持
つ
、
残
業

や
臨
時
シ
フ
ト
に
よ
る
生
産
能
力
を
増
強
す

る
、
な
ど
の
方
法
で
需
要
の
変
動
に
対
応
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
賞
味
期
限
は
、
先
入
先
出
な
ど
在

庫
の
払
出
や
、
な
る
べ
く
短
時
間
で
原
料
か

ら
製
品
ま
で
仕
上
げ
る
と
い
っ
た
製
造
の
仕

方
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
賞

味
期
限
が
製
造
の
仕
方
を
強
く
規
定
し
、
さ

ら
に
製
造
の
仕
方
が
生
産
計
画
を
強
く
規
定

し
て
い
る
と
い
う
構
造
で
あ
る
。

⑥
荷
姿
、
単
位

　

同
じ
品
目
で
あ
っ
て
も
異
な
る
荷
姿
や
単

位
（
ケ
ー
ス
、
袋
、
個
、
ボ
ー
ル
、
バ
ラ
、

Kg
な
ど
）
で
管
理
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
例

え
ば
、
在
庫
棚
卸
で
は
ケ
ー
ス
で
数
え
、
製

造
指
示
書
に
は
Kg
で
印
字
し
、
レ
シ
ピ
が
記

載
さ
れ
た
仕
様
書
に
は
g
と
記
載
さ
れ
て
い

る
、
等
で
あ
る
。
部
署
ご
と
に
異
な
る
単
位

で
扱
う
の
は
自
然
な
帰
結
で
あ
る
が
、
生
産

計
画
の
際
に
荷
姿
や
単
位
が
バ
ラ
バ
ラ
で

あ
っ
て
は
都
合
が
悪
い
の
で
、
単
位
換
算
値

を
使
っ
て
一
つ
の
単
位
の
数
量
に
集
約
し
て

い
る
。
生
産
計
画
に
お
い
て
も
、
ど
の
単
位

で
見
せ
る
か
、
が
担
当
者
の
扱
い
や
す
さ
に

関
係
し
て
く
る
。

⑦
在
庫
管
理
の
粒
度

在
庫
管
理
は
単
な
る
数
量
の
把
握
に
と
ど
ま

ら
ず
、
そ
の
属
性
情
報
を
正
確
か
つ
適
切
な

粒
度
で
管
理
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
述
べ
た
賞
味
期
限
や
荷
姿
以
外
に

も
、
保
管
場
所
、
仕
入
先
、
仕
入
単
価
や
製

造
原
価
、
入
荷
日
や
製
造
日
、
ロ
ッ
ト
番

号
、
入
数
、
包
装
形
態
、
原
産
地
、
サ
イ
ズ
、

等
級
な
ど
、
多
く
の
項
目
が
存
在
す
る
。
こ

れ
ら
を
別
コ
ー
ド
、
別
在
庫
と
し
て
細
か
く

管
理
す
れ
ば
、
需
要
や
生
産
計
画
に
活
用
で

き
る
詳
細
情
報
を
把
握
で
き
る
が
、
そ
の
分

デ
ー
タ
入
力
や
更
新
の
負
荷
が
増
大
し
、
精

度
や
即
時
性
が
棄
損
す
る
側
面
も
あ
る
。
逆

に
、
同
一
コ
ー
ド
、
同
一
在
庫
で
ま
と
め
す

ぎ
る
と
、
必
要
な
属
性
情
報
が
見
え
な
く
な

り
、
計
画
業
務
に
必
要
な
情
報
が
得
ら
れ
な

い
。
生
産
計
画
を
シ
ス
テ
ム
化
す
る
際
は
、

在
庫
を
「
ど
こ
で
持
つ
か
（
ス
ト
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
）」
だ
け
で
な
く
、「
ど
の
粒
度
で
管
理

す
る
か
」
と
い
う
視
点
が
欠
か
せ
な
い
。
生

産
計
画
に
必
要
な
情
報
を
漏
れ
な
く
保
持
し

つ
つ
、
現
場
運
用
の
負
担
を
抑
え
る
た
め
に

は
、
既
存
コ
ー
ド
体
系
や
運
用
ル
ー
ル
の
見

直
し
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

⑧
現
場
在
庫
と
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
在
庫

　

一
部
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
在
庫
機
能
は
、

倉
庫
か
ら
在
庫
を
払
い
出
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ

で
全
量
を
消
費
し
た
も
の
と
し
て
処
理
す

る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
払
い
出
し
た
在
庫

を
そ
の
場
で
全
て
投
入
す
る
と
は
限
ら
ず
、

次
の
使
用
ま
で
現
場
に
一
時
保
管
す
る
場
合

や
、
余
剰
分
を
倉
庫
に
戻
す
場
合
も
あ
る
。 

こ
の
た
め
、
シ
ス
テ
ム
上
の
理
論
在
庫
と
現

場
に
存
在
す
る
実
在
庫
と
の
間
に
差
異
が
生

じ
る
。

　

結
果
と
し
て
、
基
幹
シ
ス
テ
ム
上
の
在
庫

数
が
現
場
の
実
態
を
十
分
に
反
映
せ
ず
、
多

く
の
工
場
で
は
別
途Excel

な
ど
で
在
庫
管

理
を
行
う
必
要
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
が
二

重
管
理
を
招
き
、
生
産
計
画
の
精
度
や
即
時

性
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場

合
は
、
現
場
在
庫
と
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
在
庫

を
同
期
・
調
整
で
き
る
仕
組
み
の
導
入
が
必

要
で
あ
ろ
う
。

［
３
］
レ
シ
ピ
／
工
程
（
能
力
）
情
報

　

本
稿
で
は
レ
シ
ピ
と
は
、
単
な
る
原
材
料

の
配
合
表
だ
け
で
な
く
、
バ
ッ
チ
サ
イ
ズ
、

歩
留
を
含
む
も
の
と
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ

ス
テ
ム
用
語
で
い
う
部
品
表
、
Ｂ
Ｏ
Ｍ(Bill 

of M
aterials)

で
あ
る
。
工
程
は
、
そ
の

レ
シ
ピ
を
製
品
に
仕
上
げ
る
た
め
の
手
順
や

所
要
時
間
、
製
造
条
件
（
温
度
・
時
間
）、

必
要
な
設
備
や
人
員
、
品
質
管
理
条
件
な
ど

を
含
む
も
の
と
す
る
。
生
産
計
画
に
お
い
て

は
、
レ
シ
ピ
／
工
程
情
報
が
「
ど
れ
だ
け
の

量
を
、
ど
の
順
番
で
、
ど
の
時
間
帯
に
作
れ

る
の
か
」
と
い
う
判
断
の
土
台
と
な
る
。
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①
設
計
レ
シ
ピ
と
製
造
レ
シ
ピ

　

レ
シ
ピ
は
大
別
す
る
と
２
種
類
必
要
で
あ

る
。
製
品
仕
様
書
や
食
品
表
示
の
作
成
を
目

的
と
し
た
「
設
計
レ
シ
ピ
」
と
、
現
場
へ
の

製
造
指
示
書
に
記
載
す
る
「
製
造
レ
シ
ピ
」

で
あ
る
。
多
く
の
場
合
、
前
者
は
製
品
１
個

あ
た
り
の
必
要
量
で
、
後
者
は
製
造
を
考
慮

し
１
バ
ッ
チ
（
回
、
ロ
ッ
ト
）
あ
た
り
の
必

要
量
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
者
は

仕
掛
品
を
介
さ
ず
製
品
と
原
料
や
資
材
が
直

接
紐
づ
く
１
階
層
の
場
合
が
あ
る
の
に
対

し
、
後
者
は
仕
掛
品
を
介
し
て
製
品
と
原
料

資
材
が
紐
づ
く
多
段
階
の
構
成
で
あ
る
。
こ

の
両
者
を
自
動
的
に
変
換
す
る
の
は
構
造
上

難
し
い
。
理
由
は
、
単
位
が
異
な
る
、
仕
掛

品
の
有
無
、
歩
留
の
違
い
、
な
ど
の
た
め
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
場
合
生
産
計
画

担
当
者
が
開
発
担
当
者
か
ら
設
計
レ
シ
ピ
を

受
け
取
り
、
手
作
業
で
製
造
レ
シ
ピ
に
修
正

し
て
い
る
。
こ
の
手
作
業
は
無
駄
な
工
数
や

入
力
ミ
ス
を
発
生
さ
せ
、
生
産
計
画
業
務
の

阻
害
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
設
計

レ
シ
ピ
か
ら
製
造
レ
シ
ピ
へ
の
変
換
は
Ａ
Ｉ

の
活
用
に
よ
り
自
動
化
が
期
待
で
き
る
。

②
レ
シ
ピ
変
更

　

レ
シ
ピ
は
一
度
作
っ
た
ら
お
し
ま
い
で
は

無
い
。
季
節
ご
と
の
商
品
改
定
や
原
料
産
地

の
切
替
、
仕
様
変
更
、
顧
客
要
望
に
よ
る
マ

イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
な
ど
が
原
因
で
、
レ
シ
ピ

の
改
定
は
発
生
す
る
。
改
定
の
頻
度
は
業
種

業
態
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
レ
シ
ピ
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
を
管
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
改
定
情

報
が
現
場
へ
遅
れ
て
伝
わ
っ
た
り
、
伝
わ
ら

な
か
っ
た
り
す
る
と
、
配
合
を
間
違
え
て
誤

製
造
に
つ
な
が
る
。

　

ま
た
、
新
旧
レ
シ
ピ
の
併
用
期
間
の
問
題

も
あ
る
。
旧
レ
シ
ピ
で
は
使
用
し
て
い
る

が
、
新
レ
シ
ピ
で
は
使
用
し
な
く
な
る
原
材

料
の
在
庫
を
使
い
切
る
ま
で
は
、
旧
レ
シ
ピ

を
使
っ
て
生
産
計
画
を
立
て
る
と
い
う
こ
と

が
あ
る
。
在
庫
残
数
に
よ
っ
て
レ
シ
ピ
を
自

動
的
に
切
り
替
え
る
の
は
運
用
上
困
難
で
あ

る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
原
料
が
無
く

な
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
レ
シ
ピ
改
定
日
を

決
め
て
も
良
い
し
、
現
場
が
ど
ち
ら
の
原
料

を
使
う
の
か
（
ど
ち
ら
の
レ
シ
ピ
で
製
造
す

る
の
か
）
判
断
し
、
実
績
と
し
て
記
録
し
て

も
良
い
。
生
産
計
画
で
厳
密
に
規
定
す
る
必

要
は
な
い
。

③
工
程
能
力
と
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
管
理

　

生
産
能
力
は
、
設
備
性
能
、
人
員
配
置
、

作
業
ス
キ
ル
、
シ
フ
ト
構
成
、
さ
ら
に
は
衛

生
管
理
要
件
な
ど
複
数
の
要
因
で
決
ま
る
。

特
定
の
工
程
（
例
：
急
速
冷
却
、
焼
成
、
充

填
）
が
全
体
の
生
産
量
を
制
限
す
る
「
ボ
ト

ル
ネ
ッ
ク
」
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
工

程
の
能
力
値
を
超
え
る
計
画
は
物
理
的
に
実

現
で
き
な
い
。
ま
た
、
繁
忙
期
に
は
能
力
増

強
の
た
め
の
臨
時
ラ
イ
ン
開
設
や
残
業
・
休

日
出
勤
の
調
整
も
計
画
に
組
み
込
む
必
要
が

あ
る
。

④
理
論
と
実
績
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

　

レ
シ
ピ
／
工
程
情
報
は
、
生
産
計
画
か
ら

理
論
値
と
し
て
の
指
示
を
出
力
す
る
デ
ー
タ

で
あ
る
と
同
時
に
、
製
造
日
報
な
ど
に
記
載

さ
れ
た
実
績
値
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
る
デ
ー

タ
で
も
あ
る
。
こ
の
理
論
と
実
績
の
循
環
的

な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
繰
り
返
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
所
要
量
計
算
や
作
業
予
定
時
間
の

精
度
が
向
上
し
て
い
く
。
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
円
滑
に
行
う
た
め
に
は
、
デ
ー
タ
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
、
最
低
で
も
デ
ー
タ
の
粒
度
を
揃
え

る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
、
実
績
値
に
は
バ

ラ
ツ
キ
が
あ
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
理
論
値
に

置
き
換
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
外
れ
値

の
除
外
や
、
移
動
平
均
の
採
用
、
Ａ
Ｉ
の
活

用
（
過
去
実
績
学
習
に
よ
る
最
適
歩
留
補

正
）
な
ど
が
期
待
で
き
よ
う
。
ま
た
、
理
論

値
を
目
標
値
、
人
間
の
意
思
と
し
て
と
ら
え

る
の
で
あ
れ
ば
、
理
論
値
見
直
し
の
プ
ロ
セ

ス
に
置
い
て
必
ず
人
間
の
判
断
が
必
要
で
あ

ろ
う
。

⑤ 

製
パ
ン
業
の
レ
シ
ピ

　

製
パ
ン
業
に
お
け
る
レ
シ
ピ
は
特
殊

で
、
ベ
ー
カ
ー
ズ
パ
ー
セ
ン
ト
（Baker’s 

Percentage

）
と
呼
ば
れ
る
方
式 

で
あ

る
。
こ
れ
は
主
原
料
で
あ
る
小
麦
粉
を
常
に

１
０
０
％
と
し
、
他
の
原
材
料
を
そ
の
重
量

比
で
表
す
手
法
で
あ
る
。
例
え
ば
、
小
麦

粉
（
薄
力
粉
20
％+

強
力
粉
80
％=

合
計

１
０
０
％
）、
水
65
％
、
塩
２
％
、
イ
ー
ス

ト
１
％
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
こ
の
表
記

方
法
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
バ
ッ
チ
表
記
よ
り
も

細
か
く
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
が
可
能

な
点
で
あ
る
。
ま
た
、
製
パ
ン
業
で
は
、
温

度
や
時
間
、
成
型
や
焼
成
の
や
り
方
な
ど
工

程
条
件
に
よ
っ
て
食
感
や
風
味
が
変
わ
る
た

め
、
同
じ
レ
シ
ピ
構
成
で
あ
っ
て
も
完
成
す

る
仕
掛
品
が
変
わ
る
場
合
が
あ
る
の
が
特
徴

で
あ
る
。

⑥ 

献
立
や
仕
出
し
弁
当
の
レ
シ
ピ

　

給
食
や
病
院
食
を
取
り
扱
う
工
場
で
は
、

日
替
わ
り
Ａ
ラ
ン
チ
な
ど
の
「
献
立
」
を
同

一
の
製
品
コ
ー
ド
で
管
理
し
よ
う
と
す
る
運

用
が
見
受
け
ら
れ
る
。
献
立
の
レ
シ
ピ
は
日

に
よ
っ
て
構
成
す
る
原
料
や
仕
掛
品
が
全
く

異
な
り
、
通
常
の
レ
シ
ピ
マ
ス
タ
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
管
理
（［
３
］
ー
②
で
述
べ
た
方
法
）

と
は
性
質
が
異
な
る
。
そ
の
た
め
、
同
一
の

製
品
コ
ー
ド
で
管
理
す
る
場
合
は
、
区
別
の

た
め
に
年
月
日
な
ど
の
要
素
を
付
加
し
て
運

用
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
在
庫
払

出
や
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
に
支
障
を
き
た
す

可
能
性
が
あ
り
、
本
来
は
異
な
る
モ
ノ
を
同

じ
コ
ー
ド
と
し
て
扱
う
べ
き
で
は
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
仕
出
し
弁
当
の
レ
シ
ピ

は
、
コ
ー
ド
の
混
乱
が
無
い
た
め
、
比
較
的

運
用
が
容
易
で
あ
る
。
例
え
ば
「
幕
の
内
弁

当
１
０
０
個
注
文
し
ま
す
。
う
ち
５
個
は
大

盛
で
、
10
個
は
ト
ン
カ
ツ
の
代
わ
り
に
シ
ャ

ケ
で
お
願
い
し
ま
す
」
と
い
っ
た
個
別
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
に
対
応
で
き
る
。
こ
う
し
た
調
整

は
、
数
量
の
増
減
や
具
材
の
置
換
と
し
て
扱

え
る
た
め
、
所
要
量
計
算
や
原
価
計
算
に
反

映
し
や
す
い
。
シ
ス
テ
ム
設
計
上
は
、
大
盛

飯
や
具
材
差
替
え
用
の
仕
掛
品
を
あ
ら
か
じ

め
登
録
し
て
お
き
、
受
注
時
に
レ
シ
ピ
を
組

み
替
え
る
こ
と
で
柔
軟
に
対
応
で
き
る
。

ジ
ュ
ー
ラ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
分
担
し
て

き
た
も
の
の
、
数
量
と
順
序
が
分
離
し
て
い

る
た
め
に
、
両
者
の
間
に
矛
盾
が
生
じ
る
場

合
が
あ
る
。

Ａ
Ｐ
Ｓ
の
登
場
と
限
界

　

こ
う
し
た
Ｍ
Ｒ
Ｐ
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ラ
の

分
離
構
造
に
よ
る
不
整
合
を
解
消
す
る
た

め
に
登
場
し
た
の
が
Ａ
Ｐ
Ｓ
（Advanced 

Planning and Scheduling

） 

で
あ
る
。
Ａ

Ｐ
Ｓ
は
、
生
産
計
画
（
数
量
の
決
定
）
と
工

程
計
画
（
順
序
の
決
定
）
を
統
合
的
に
扱
い
、

需
要
・
在
庫
・
能
力
を
同
時
に
最
適
化
す
る

こ
と
を
目
指
し
た
仕
組
み
で
あ
る
。
従
来
の

Ｍ
Ｒ
Ｐ
が
「
無
限
能
力
」
を
前
提
に
数
量
を

算
出
し
て
い
た
の
に
対
し
、
Ａ
Ｐ
Ｓ
は
有
限

能
力
を
前
提
と
す
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
す

な
わ
ち
、設
備
の
処
理
能
力
や
シ
フ
ト
構
成
、

人
員
制
約
を
加
味
し
た
う
え
で
、
生
産
数
量

と
工
程
順
序
を
一
体
的
に
計
算
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

需要 生産計画

在庫

工程計画

能力

製造実績

レシピ

生
産
計
画
と
工
程
計
画
の
役
割
と

Ｍ
Ｒ
Ｐ
の
限
界

　

生
産
計
画
の
起
点
は
需
要
で
あ
る
。
在
庫

や
能
力
は
あ
く
ま
で
需
要
を
満
た
す
た
め
の

調
整
要
素
に
す
ぎ
ず
、
ま
ず
需
要
を
捉
え
る

こ
と
か
ら
始
ま
る
。
続
い
て
考
慮
す
る
の
は

在
庫
で
あ
る
。
需
要
に
対
し
て
欠
品
が
生
じ

な
い
よ
う
、
在
庫
の
水
準
を
踏
ま
え
て
製
造

計
画
数
量
を
調
整
す
る
。
最
後
に
レ
シ
ピ
や

工
程
（
能
力
）
の
要
素
を
も
と
に
手
順
を
決

め
る
。
す
な
わ
ち
、
生
産
計
画
の
三
要
素
は

単
に
並
列
す
る
の
で
は
な
く
、「
需
要
→
在

庫
→
レ
シ
ピ
／
工
程
」
と
い
う
順
序
関
係
を

持
っ
て
い
る
。

　

需
要
予
測
数
を
他
部
署
か
ら
受
け
取
っ
た

の
ち
、
生
産
計
画
業
務
は
「
生
産
計
画
」
と

「
工
程
計
画
」
の
二
層
の
業
務
に
分
か
れ
る
。

第
一
の
層
で
あ
る
生
産
計
画
は
、
需
要
・
在

庫
・
能
力
（
レ
シ
ピ
／
工
程
）
を
も
と
に
「
何

を
・
い
つ
・
ど
れ
く
ら
い
作
る
か
」
を
決
定

す
る
。
第
二
の
層
で
あ
る
工
程
計
画
は
、
そ

の
数
量
を
前
提
に
「
ど
の
順
序
で
・
ど
の
設

備
で
・
ど
の
人
員
で
実
行
す
る
か
」
を
決
め

る
。

　

従
来
、
こ
の
数
量
決
定
を
担
っ
て
き
た

の
が 

Ｍ
Ｒ
Ｐ（ M

aterial Requirem
ents 

Planning

：
資
材
所
要
量
計
画
）或
い
は
Ｍ
Ｒ

Ｐ
Ⅱ（M

anufacturing Resource Planning

：
製
造
資
源
計
画
。
以
下
両
者
を
単
に
Ｍ
Ｒ

Ｐ
と
記
す
）
で
あ
る
。
Ｍ
Ｒ
Ｐ
は
需
要
予
測

や
受
注
情
報
を
起
点
に
、
Ｂ
Ｏ
Ｍ
や
リ
ー
ド

タ
イ
ム
を
用
い
て
所
要
量
と
着
手
日
を
逆
算

す
る
仕
組
み
で
あ
り
、
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム

の
中
核
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
Ｍ
Ｒ
Ｐ
は
タ
イ
ム
バ
ケ
ッ
ト
と
呼
ば
れ

る
一
定
の
時
間
内
に
お
け
る
所
要
量
を
算
出

す
る
の
み
で
、
モ
ノ
づ
く
り
の
順
序
や
設
備

な
ど
の
決
定
は
で
き
な
い
。

　

Ｍ
Ｒ
Ｐ
は
所
要
量
を
算
出
す
る
仕
組
み
と

し
て
有
効
で
あ
る
一
方
で
、
無
限
能
力
を
前

提
に
計
算
す
る
た
め
、
実
際
の
設
備
能
力
や

段
取
り
条
件
を
反
映
で
き
な
い
と
い
う
限
界

を
抱
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
Ｍ
Ｒ
Ｐ
の
出

力
結
果
を
そ
の
ま
ま
現
場
に
適
用
す
る
と
、

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
工
程
を
超
え
る
数
量
が
計
画

さ
れ
る
、
あ
る
い
は
実
際
の
製
造
順
序
に
適

合
し
な
い
と
い
っ
た
不
整
合
が
生
じ
や
す

い
。

　

こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
役
割
を
担
う
の

が
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ラ
で
あ
り
、
工
程
計
画
の
立

案
を
通
じ
て
、
Ｍ
Ｒ
Ｐ
で
決
定
さ
れ
た
数
量

を
「
ど
の
順
序
で
、
ど
の
設
備
で
、
ど
の
人

員
で
」
実
行
す
る
か
を
具
体
化
す
る
。
し
か

し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ラ
側
で
制
約
を
加
味
し
て

計
画
を
修
正
す
る
と
、
今
度
は
Ｍ
Ｒ
Ｐ
が
示

し
た
数
量
と
整
合
し
な
く
な
る
。
そ
こ
で
数

量
計
画
を
再
計
算
す
る
と
、
再
び
工
程
側
が

崩
れ
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
ル
ー
プ
に
陥
り
や
す
い
。
Ｍ
Ｒ
Ｐ
と
ス
ケ

【
第
３
章
】
基
幹
デ
ー
タ
を
軸
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し
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生
産
計
画
の
類
型
化
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置
を
適
切
に
管
理
す
る
こ
と
が
最
重
要
で
あ

り
、
仕
掛
品
の
持
ち
方
が
安
定
生
産
の
生
命

線
と
な
る
。
例
と
し
て
、
ア
ソ
ー
ト
菓
子
や

賞
味
期
限
が
数
日
間
の
チ
ル
ド
製
品
が
挙
げ

ら
れ
る
。主
表
示
項
目
は
工
程
別
在
庫
推
移
。

補
助
表
示
項
目
は
需
要
、
各
種
制
約
条
件
、

人
員
能
力
。

Ｃ
タ
イ
プ 

（
仕
掛
品
在
庫
型
・
納
期
遵
守
目
的
）

　

需
要
が
当
日
確
定
す
る
た
め
、
受
注
数
量

の
変
動
に
直
結
し
て
振
り
回
さ
れ
や
す
い
。

こ
の
た
め
仕
掛
品
を
持
つ
理
由
は
、
短
納
期

需
要
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
Ｃ
タ

イ
プ
は
賞
味
期
限
が
２
〜
３
日
程
度
あ
る
た

め
仕
掛
品
在
庫
を
前
倒
し
で
準
備
で
き
、
即

応
性
を
確
保
で
き
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
例

と
し
て
、
カ
ッ
ト
野
菜
（
少
品
種
）、
デ
ザ
ー

ト
が
挙
げ
ら
れ
る
。
主
表
示
項
目
は
需
要
。

補
助
表
示
項
目
は
仕
掛
品
在
庫
、
各
種
制
約

条
件
、
人
員
能
力
。

Ｄ
タ
イ
プ 

（
原
料
在
庫
型
・
賞
味
期
限
超
短
期
）

　

賞
味
期
限
が
１
日
前
後
と
極
め
て
短
い
た

め
、
製
品
や
仕
掛
品
の
在
庫
を
持
つ
こ
と
が

で
き
な
い
。
そ
の
た
め
当
日
利
用
で
き
る
原

料
在
庫
量
が
重
要
と
な
る
。
欠
品
を
恐
れ
、

原
料
在
庫
が
膨
ら
む
傾
向
が
あ
る
。
例
と
し

て
、
カ
ッ
ト
野
菜
（
多
品
種
）、
パ
ン
、
惣

菜
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
は
繁
忙
期

を
除
き
、
生
産
計
画
の
立
案
余
地
が
小
さ
い

場
合
が
多
い
。
主
表
示
項
目
は
需
要
。
補
助

表
示
項
目
は
原
料
在
庫
や
原
料
入
荷
予
定
。

Ｅ
タ
イ
プ

‌‌
 

（
原
料
在
庫
型
・
原
料
調
達
長
期
リ
ー

ド
タ
イ
ム
）　

　

原
料
の
調
達
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
長
い
た

め
、
生
産
計
画
は
中
長
期
的
に
な
り
、
か
つ

大
幅
な
生
産
計
画
の
変
更
は
困
難
で
あ
る
。

契
約
需
要
を
満
た
す
こ
と
と
、
そ
れ
を
支
え

る
原
料
在
庫
の
安
定
確
保
が
計
画
全
体
の
成

否
を
左
右
す
る
。
例
と
し
て
、
漬
物
、
珈
琲
、

飲
料
が
挙
げ
ら
れ
る
。主
表
示
項
目
は
需
要
。

補
助
表
示
項
目
は
在
庫
、
各
種
制
約
条
件
、

人
員
能
力
。

ま
と
め

　

本
章
で
は
、
生
産
計
画
に
お
け
る
基
幹

デ
ー
タ
と
計
画
手
法
の
関
係
を
整
理
し
、
そ

の
上
で
食
品
工
場
の
特
性
に
即
し
た
類
型
化

を
行
っ
た
。
ま
ず
、
生
産
計
画
は
「
需
要
→

在
庫
→
レ
シ
ピ
／
工
程
」
と
い
う
順
序
関
係

を
持
ち
、
数
量
を
決
定
す
る
生
産
計
画
と
、

具
体
的
手
順
を
定
め
る
工
程
計
画
の
二
層
に

分
か
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
従
来
の
Ｍ
Ｒ

Ｐ
は
所
要
量
計
算
の
基
盤
と
し
て
有
効
で
あ

る
一
方
で
、
無
限
能
力
を
前
提
と
す
る
た
め

実
行
可
能
性
に
乏
し
く
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ラ
と

の
間
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
ル
ー
プ
を
生
み
や

す
い
と
い
う
限
界
を
抱
え
て
い
る
。
こ
れ
を

補
う
形
で
登
場
し
た
Ａ
Ｐ
Ｓ
は
、
数
量
と
順

序
を
同
時
に
最
適
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
た

が
、
食
品
工
場
特
有
の
短
サ
イ
ク
ル
生
産
や

頻
繁
な
レ
シ
ピ
改
定
、
パ
ラ
メ
ー
タ
維
持
の

難
し
さ
か
ら
十
分
に
機
能
し
て
い
る
と
は
言

い
難
い
。

　

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
Ａ
Ｉ
に
は
Ｍ
Ｒ

Ｐ
や
Ａ
Ｐ
Ｓ
を
完
全
に
置
き
換
え
る
の
で
は

な
く
、
入
力
デ
ー
タ
の
品
質
向
上
、
計
算
モ

デ
ル
の
補
完
、
計
画
実
行
後
の
学
習
・
改
善

と
い
っ
た
補
助
的
役
割
が
期
待
さ
れ
る
。
特

に
、
生
産
計
画
画
面
に
需
要
・
在
庫
・
能
力

の
要
素
を
適
切
に
表
示
し
、
人
間
が
Ａ
Ｉ
の

提
示
す
る
案
を
確
認
・
修
正
す
る
協
調
的
な

運
用
が
、
現
実
的
か
つ
納
得
感
の
あ
る
方
向

性
で
あ
る
。
完
璧
な
計
画
を
一
方
的
に
与
え

る
の
で
は
な
く
、
現
場
の
裁
量
を
認
め
、
実

行
結
果
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
活
か
す
こ
と

こ
そ
が
、
生
産
計
画
シ
ス
テ
ム
の
本
質
的
な

役
割
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
本
章
で
は
、
食
品
工
場
を
Ａ
〜
Ｅ

の
五
つ
の
類
型
に
整
理
し
た
。
Ａ
・
Ｂ
タ
イ

プ
は
在
庫
や
工
程
で
需
要
変
動
を
吸
収
し
、

Ｃ
〜
Ｅ
タ
イ
プ
は
需
要
の
確
定
タ
イ
ミ
ン
グ

が
計
画
の
出
発
点
と
な
る
。
類
型
ご
と
に
、

主
表
示
項
目
（
需
要
、
在
庫
、
工
程
負
荷
な

ど
）
と
補
助
表
示
項
目
を
明
確
化
し
た
こ
と

で
、
計
画
画
面
設
計
の
方
向
性
を
具
体
的
に

示
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
類
型
が
、
工
場

ご
と
の
計
画
画
面
設
計
や
Ａ
Ｉ
活
用
に
必
要

な
デ
ー
タ
と
は
何
か
を
検
討
す
る
指
針
に
な

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

ROZEC Presents

食品工場 生産計画 類型マトリックス

在庫タイプ／計画焦点 類型 特徴 典型例

1 製品在庫 A タイプ 需要変動を製品在庫で吸収。計画焦点＝設
備能力（ボトルネック） 冷凍食品、缶詰、調味料

2 仕掛品在庫（効率目的） B タイプ 工程効率を重視。仕掛品で工程間のバラン
スを取る アソート菓子、チルド製品

3 仕掛品在庫（納期目的） C タイプ 納期遵守を重視。賞味期限 2 〜 3 日で仕
掛品を前倒し カット野菜（少品種）、デザート

4 原料在庫（超短期） D タイプ 1 日程度。仕掛品在庫を持てず原料在庫が
中心 カット野菜（多品種）、パン、惣菜

5 原料在庫（長期調達） E タイプ 長期リードタイム原料。契約需要と在庫確
保が焦点 漬物、珈琲、飲料

　

Ａ
Ｐ
Ｓ
で
は
、
設
備
ご
と
の
処
理
能
力
、

品
種
切
替
に
伴
う
段
取
り
替
え
時
間
や
洗
浄

順
序
、
仕
掛
品
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
、
賞
味
期

限
や
消
費
期
限
と
い
っ
た
時
間
制
約
な
ど
を

詳
細
に
モ
デ
ル
化
し
、
そ
れ
を
も
と
に
最
適

な
生
産
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
導
出
す
る
。
理

論
上
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
Ｍ
Ｒ
Ｐ
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ラ
の
矛
盾
を
解
消
し
、
実
行
可
能
性

の
高
い
計
画
を
一
度
に
立
案
で
き
る
は
ず
で

あ
る
。

　

し
か
し
現
実
に
は
、
特
に
食
品
工
場
に
お

い
て
Ａ
Ｐ
Ｓ
を
十
分
に
機
能
さ
せ
る
こ
と
は

容
易
で
は
な
い
。
第
一
に
、
Ａ
Ｐ
Ｓ
の
計
算

に
必
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定
が
極
め
て
煩
雑

で
あ
り
、
現
場
で
の
維
持
管
理
が
大
き
な
負

担
と
な
る
。
歩
留
や
作
業
時
間
は
原
料
や
人

員
に
よ
っ
て
変
動
し
や
す
く
、
レ
シ
ピ
や
工

程
条
件
も
頻
繁
に
改
定
さ
れ
る
た
め
、
モ
デ

ル
を
常
に
正
確
に
保
つ
こ
と
が
困
難
で
あ

る
。
第
二
に
、
食
品
工
場
は
短
リ
ー
ド
タ
イ

ム
か
つ
当
日
受
注
へ
の
即
応
を
求
め
ら
れ
る

こ
と
が
多
く
、
Ａ
Ｐ
Ｓ
の
よ
う
な
大
規
模
な

最
適
化
計
算
に
時
間
を
割
く
余
裕
が
な
い
。

Ａ
Ｐ
Ｓ
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｐ
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ラ
の
限

界
を
克
服
す
る
有
力
な
手
段
と
し
て
登
場
し

た
も
の
の
、
食
品
産
業
特
有
の
短
サ
イ
ク
ル

生
産
と
不
確
実
性
と
い
う
条
件
の
下
で
は
必

ず
し
も
十
分
に
機
能
し
て
い
な
い
の
が
実
態

で
あ
る
。

Ａ
Ｉ
の
方
向
性

　

こ
う
し
た
Ｍ
Ｒ
Ｐ
や
Ａ
Ｐ
Ｓ
の
限
界
を
超

え
る
可
能
性
が
高
い
の
が
Ａ
Ｉ
で
あ
る
。
生

産
計
画
業
務
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
活
用
の
方
向
性

を
三
つ
挙
げ
る
。

① 

Ｍ
Ｒ
Ｐ
と
工
程
計
画
を
高
速
で
ル
ー
プ

　

Ｍ
Ｒ
Ｐ
が
数
量
を
算
出
し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ラ
が
順
序
を
割
り
付
け
る
と
い
う
既
存
の
枠

組
み
を
維
持
し
つ
つ
、
Ａ
Ｉ
の
計
算
能
力
を

活
か
し
て
両
者
を
短
時
間
で
反
復
さ
せ
る
方

法
で
あ
る
。
ル
ー
プ
を
高
速
で
回
す
こ
と
で

整
合
性
の
高
い
解
を
導
出
し
よ
う
と
す
る
ア

プ
ロ
ー
チ
だ
が
、
反
復
の
複
雑
性
が
増
す
こ

と
で
結
果
の
妥
当
性
が
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス

化
し
た
り
、
無
限
ル
ー
プ
に
入
り
込
む
懸
念

が
あ
る
。

②
Ａ
Ｐ
Ｓ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定
を
代
替

　

Ａ
Ｐ
Ｓ
は
理
論
的
に
は
有
効
で
あ
る
も
の

の
、
詳
細
な
パ
ラ
メ
ー
タ
を
現
場
で
維
持
す

る
こ
と
が
大
き
な
負
担
と
な
る
。
Ａ
Ｉ
が
過

去
デ
ー
タ
を
学
習
し
て
歩
留
や
段
取
り
時
間

を
自
動
的
に
推
定
し
、
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定
を

代
替
す
る
こ
と
で
運
用
性
を
高
め
よ
う
と
す

る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
問
題
は
過
去
デ
ー

タ
の
信
頼
性
が
低
い
場
合
、
Ａ
Ｉ
が
補
え
る

わ
け
で
は
な
い
点
で
あ
る
。

③ 

Ｍ
Ｒ
Ｐ
の
修
正
値
を
学
習
さ
せ
る

　

Ｍ
Ｒ
Ｐ
の
結
果
を
人
間
が
修
正
し
、
修
正

パ
タ
ー
ン
を
Ａ
Ｉ
に
反
復
学
習
さ
せ
、
工
場

ご
と
に
特
化
し
た
修
正
ロ
ジ
ッ
ク
を
生
成
さ

せ
る
。（
パ
タ
ー
ン
学
習
は
Ａ
Ｐ
Ｓ
で
も
可

能
だ
が
、
そ
も
そ
も
動
か
す
の
が
困
難
で
あ

る
）
た
だ
し
Ｍ
Ｒ
Ｐ
を
実
行
さ
せ
る
生
産
計

画
画
面
上
で
能
力
や
工
程
の
要
素
を
〝
見
え

る
化
〟
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
Ａ
Ｉ
で

あ
っ
て
も
無
秩
序
な
デ
ー
タ
か
ら
質
の
高
い

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
見

え
る
化
す
る
要
素
＝
修
正
判
断
の
材
料
で
あ

り
、
す
な
わ
ち
こ
れ
が
Ａ
Ｉ
に
提
示
す
る
判

断
材
料
と
な
る
。
Ａ
Ｉ
は
過
去
の
人
間
の
修

正
実
績
を
学
習
し
て
計
画
案
を
提
示
し
、
人

間
が
そ
れ
を
確
認
・
修
正
す
る
こ
と
で
、
実

行
可
能
性
と
納
得
感
を
両
立
さ
せ
る
方
式
で

あ
る
。
こ
の
方
法
は
Ａ
Ｉ
と
人
間
の
協
調
を

前
提
と
し
、
現
場
の
実
務
に
即
し
た
形
で
導

入
で
き
る
可
能
性
が
高
い
。

　

生
産
計
画
画
面
に
表
示
す
る
要
素
（
と
り

わ
け
需
要
、
在
庫
、
能
力
の
具
体
的
な
要
素
）

は
、
工
場
ご
と
の
生
産
特
性
を
反
映
す
る
も

の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
画
面
表
示
要
素

の
違
い
そ
の
も
の
が
、
生
産
計
画
の
類
型
化

に
つ
な
が
る
。
次
節
で
は
、
こ
の
観
点
に
基

づ
い
て
食
品
工
場
を
五
つ
の
代
表
的
な
類
型

（
Ａ
〜
Ｅ
）
に
整
理
す
る
。

　

も
っ
と
も
、
現
実
に
は
設
備
故
障
や
人
員

欠
員
、
原
料
不
良
と
い
っ
た
突
発
事
態
に
よ

り
、
計
画
通
り
の
実
行
が
困
難
に
な
る
こ
と

も
多
い
。
そ
の
場
合
に
は
、
シ
ス
テ
ム
を
再

走
さ
せ
て
生
産
計
画
を
作
り
直
す
の
で
は
な

く
、
現
場
判
断
で
工
程
計
画
を
修
正
し
、
最

終
的
に
は
「
実
績
」
と
し
て
記
録
す
る
の
が

現
実
的
で
あ
る
。
生
産
計
画
に
戻
す
必
要
は

基
本
的
に
な
い
。し
た
が
っ
て
重
要
な
の
は
、

完
璧
な
計
画
を
指
示
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

生
産
計
画
と
工
程
計
画
の
片
方
向
の
関
係
を

保
ち
な
が
ら
、
現
場
の
裁
量
を
認
め
、
そ
の

実
行
結
果
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
活
か
す
こ

と
で
あ
る
。

　

そ
の
枠
組
み
の
中
で
、
Ａ
Ｉ
は
Ａ
Ｐ
Ｓ
で

は
扱
い
き
れ
な
か
っ
た
不
確
実
性
や
非
定
量

的
な
制
約
を
補
完
し
、
計
画
と
実
行
の
橋
渡

し
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

類
型
化

　

食
品
工
場
の
生
産
計
画
は
五
つ
の
類
型

（
Ａ
〜
Ｅ
）
に
整
理
さ
れ
る
。
以
下
に
概
要

を
示
す
。

Ａ
タ
イ
プ 

（
製
品
在
庫
型
）

　

製
品
在
庫
を
厚
く
持
つ
こ
と
で
需
要
変
動

を
吸
収
で
き
る
が
、
そ
の
反
面
、
計
画
の
実

現
性
を
決
め
る
の
は
特
定
設
備
の
能
力
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
計
画
立
案
に
お
い
て
は
、

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
る
工
程
能
力
に
最
も
注

意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
例
と
し
て
、
冷
凍

食
品
、
缶
詰
、
調
味
料
な
ど
の
常
温
品
が
挙

げ
ら
れ
る
。
主
表
示
項
目
は
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

工
程
の
負
荷
。
補
助
表
示
項
目
は
需
要
、
各

種
制
約
条
件
、
人
員
能
力
、
在
庫
推
移
。

Ｂ
タ
イ
プ 

（
仕
掛
品
在
庫
型
・
工
程
効
率
目
的
）

　

多
段
階
の
製
品
構
成
や
原
料
依
存
度
が
高

く
、
工
程
間
バ
ラ
ン
ス
が
課
題
と
な
る
。
こ

こ
で
仕
掛
品
を
持
つ
理
由
は
、
工
程
効
率
を

高
め
る
た
め
で
あ
る
。
工
程
ご
と
の
在
庫
を

管
理
す
る
の
は
、
需
要
へ
の
対
応
力
（
欠
品

を
避
け
る
）
と
作
り
過
ぎ
に
よ
る
廃
棄
ロ
ス

の
低
減
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
で
あ

る
。 

計
画
立
案
で
は
、
仕
掛
品
の
量
や
配

7778



な
い
方
針
を
貫
い
て
き
ま
し
た
。
財
務
と
技

術
、
そ
の
両
方
を
土
台
に
、
食
品
製
造
業
の

お
客
さ
ま
を
長
く
支
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

│
│
創
業
か
ら
食
品
製
造
業
に
特
化
し
た
経
緯
は
。

﹇
早
川
﹈
独
立
当
初
は
部
品
メ
ー
カ
ー
向
け
の

シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
い
ま
し
た
が
、
前
職
で

ご
縁
の
あ
っ
た
お
客
さ
ま
か
ら
声
を
か
け
て
い

た
だ
き
、
食
品
製
造
業
向
け
に
戻
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
妻
を
病
気
で
亡
く
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
考
え
方
が
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
。
会
社
の
立
ち
上
げ
と
幼
い

子
ど
も
の
食
事
作
り
の
両
立
は
、
想
像
以
上

に
大
変
で
し
た
。
メ
ニュ
ー
が
マ
ン
ネ
リ
に
な

っ
て
き
た
こ
ろ
、
ス
ー
パ
ー
で
購
入
し
た一
品

の
お
惣
菜
の
お
か
げ
で
、
わ
が
家
の
食
卓
が

パ
ッ
と
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
家
事
の
時
間

が
減
り
、
子
ど
も
と
の
会
話
が
増
え
ま
し
た
。

ア
レ
ル
ギ
ー
の
問
題
に
も
関
心
を
持
つ
よ
う
に

ロ
マ
ン
が
な
け
れ
ば
人
も
会
社
も

動
か
な
い
。食
品
製
造
業
へ
の
特
化

│
│
社
名
の
由
来
と
、
経
営
の
土
台
に
あ
る
考
え
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

﹇
早
川
﹈
社
名
のRO

ZEC

は
、
ロ
マ
ン
（
冒

険
心
）
の
Ｒ
と
危
機
感
の
Ｚ
（
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
の
Ｚ
＝
も
う
後
が
な
い
）、
Ｔ
Ｅ
Ｃ
（
技

術
）
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。
ロ
マ
ン

だ
け
で
も
危
う
い
し
、
危
機
感
だ
け
で
も
前

に
進
め
ま
せ
ん
。
そ
の
両
方
を
技
術
で
形
に

し
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
ま
し
た
。
だ
か

ら
こ
そ
、
開
発
元
の
わ
れ
わ
れ
は
絶
対
に
倒

産
し
て
は
い
け
な
い
。
そ
の
危
機
感
か
ら
財

務
を
重
視
し
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、「
食
品

製
造
業
向
け
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
決
定
版
を
作

る
」
と
い
う
ロ
マ
ン
の
実
現
に
は
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
短
期
的
な
利
益
に
振
り
回
さ
れ

ず
開
発
を
続
け
る
た
め
、
外
部
資
本
は
入
れ

「
ロ
マ
ン
が
な
け
れ
ば
、
人
は
動
か
な
い
」
と
語
る
㈱
ロ
ー
ゼ
ッ
ク
の
早
川
雅
人
社
長
。
社
名

のR
O

ZEC

に
は
、
冒
険
心
と
危
機
感
を
技
術
で
形
に
す
る
思
い
を
込
め
た
。
２
０
１
０
年
4

月
創
業
。
試
行
錯
誤
を
経
て
12
年
か
ら
食
品
製
造
業
向
け
基
幹
シ
ス
テ
ム
「
ク
ラ
フ
ト
ラ
イ

ン
」
の
開
発
に
特
化
。
そ
の
経
験
を
基
に
「
ク
ラ
フ
ト
ラ
イ
ン
Ａ
Ｘ
」
で
新
段
階
を
見
据
え
る
。
Masato Hayakawa
［プロフィール］
1969年生まれ、神奈
川県出身。一橋大学
卒業。金融機関に入
社後、ITベンチャー
に転職し営業とシス
テム開発の経験を積
む。2010 年 4月に
㈱ローゼックを設立
し、現在に至る。

［広告企画］

「
食
の
安
全
・
安
心
」
は
国
民
生
活
を
支
え

る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
す
。
こ
う
し
た
経
緯

で
食
品
製
造
業
の
シ
ス
テ
ム
化
を
生
涯
の
テ

ー
マ
と
す
る
覚
悟
を
固
め
ま
し
た
。

現
場
の
声
を
積
み
上
げ

他
社
に
な
い
強
み
が
生
ま
れ
た

│
│
こ
の
16
年
で
築
い
た
強
み
と
は
。

﹇
早
川
﹈
お
客
さ
ま
の
声
を
受
け
て
機
能
を
一

つ
一
つ
積
み
上
げ
て
き
た
結
果
、「
ク
ラ
フ
ト

ラ
イ
ン
」
と
い
う
形
に
ま
と
ま
り
、
食
品
工

場
の
運
用
に
特
化
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
へ
と
発

展
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
そ
れ
を
補
完
す

る
形
で
、
お
客
さ
ま
が
使
っ
て
い
るExcel

帳
票
に
近
い
画
面
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
入
力
で
き

る「
イ
ー
ジ
ー
帳
票
」も
開
発
し
ま
し
た
。
全

体
を
最
適
化
す
る
基
幹
シ
ス
テ
ム
と
、
現
場

に
寄
り
添
う
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の
仕
組
み
。
そ

の
両
方
を
提
供
で
き
る
こ
と
が
、
当
社
の
強

み
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

│
│
ク
ラ
フ
ト
ラ
イ
ン
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
シ
ス
テ
ム

に
し
た
理
由
と
は
。

﹇
早
川
﹈
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を
重
ね
る
と
、
ソ
ー

ス
コ
ー
ド
が
属
人
化
し
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
を

作
っ
た
人
し
か
扱
え
な
く
な
り
ま
す
。
食
品

工
場
は
24
時
間
３
６
５
日
動
い
て
い
る
の
で
、

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
れ
ば
休
日
で
も
対
応
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
業
界
を
離
れ

る
エ
ン
ジ
ニ
ア
も
見
て
き
ま
し
た
。
お
客
さ

ま
の
工
場
は
絶
対
に
止
め
ら
れ
な
い
。
で
も
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
健
康
も
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
り
、
そ
の
と
き
初
め
て
、
子

育
て
世
代
に
と
っ
て
食
品
製
造

業
が
果
た
し
て
い
る
社
会
的
意

義
の
大
き
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

㈱
ロ
ー
ゼ
ッ
ク
代
表
取
締
役
早
川
雅
人
氏

　食品製造業向けに設計された基幹システム。生産や販売、購
買、在庫、受発注、原価計算、トレーサビリティシステムなどを
横断的、統合的に管理できる。保守契約にはバージョンアップの
費用が含まれており、ユーザーは従来の操作感を維持したまま無
償で新機能が入手できる。FOOMA JAPAN 2026では、大きく進
化した新製品「クラフトライン AX」が披露される。

「クラフトライン」とは

速い・賢い・止まらない

ロ
マ
ン
を
技
術
で
形
に
す
る
ロ
ー
ゼ
ッ
ク

ク
ラ
フ
ト
ラ
イ
ン
Ａ
Ｘ
の
挑
戦

クラフトライン AX 将来イメージ

ローカル LLM
（大規模言語モデル）

クラフトライン AX

自然言語
による
指示

AIからの
呼び出し
（MCP）

システム
停止の
未然防止

MRPの
高速化
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ン
な
ど
の
新
機
能
は
、
個
別
対
応
で
は
な
く

全
ユ
ー
ザ
ー
に
共
通
で
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
結
果
、
お
客
さ
ま
は
シ
ス
テ
ム
を
買
い

直
す
必
要
が
な
く
な
り
、
ほ
か
の
お
客
さ
ま

の
知
見
も
機
能
と
し
て
取
り
込
ま
れ
て
い
き

ま
す
。
当
社
と
し
て
も
保
守
や
サ
ポ
ー
ト
が

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

16
年
の
積
み
重
ね
を
次
の
進
化
へ

│
│
現
行
の
ク
ラ
フ
ト
ラ
イ
ン
に
見
え
て
き
た
課
題

は
あ
り
ま
す
か
。

﹇
早
川
﹈
改
良
を
重
ね
て
き
た
こ
と
で
機
能
は

充
実
し
ま
し
た
が
、
そ
の
分
、
操
作
が
複
雑

に
な
り
、
動
作
も
重
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

使
っ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語
も
古
く
な
り
、

モ
ダ
ン
な
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
に
対
応
し
づ

ら
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

│
│
そ
の
答
え
が
、
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
「
ク
ラ
フ
ト
ラ

イ
ン
Ａ
Ｘ
」
で
す
ね
。

﹇
早
川
﹈
は
い
。
Ａ
Ｉ
時
代
を
見
据
え
て
、
ゼ

ロ
か
ら
設
計
し
直
し
た
の
が
「
ク
ラ
フ
ト
ラ

イ
ン
Ａ
Ｘ
」
で
す
。
16
年
間
の
経
験
を
基
に
、

画
面
や
機
能
を
見
直
し
ま
し
た
。
シ
ン
プ
ル

さ
と
操
作
性
を
取
り
戻
し
な
が
ら
、
処
理
速

度
を
大
き
く
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
狙
っ
て
い

な
い
。
こ
の
両
方
を
満
た
す
た
め
に
は
、
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
を
極
力
減
ら
し
て
、
誰
で
も
対

応
で
き
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
す
る
し
か
な
い
と

考
え
ま
し
た
。

│
│
業
態
差
へ
の
対
応
と
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
強
み

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
早
川
﹈
食
品
工
場
と
い
っ
て
も
業
態
は
さ
ま

ざ
ま
で
、
管
理
手
法
が
真
逆
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
冷
凍
食
品
は
製
品
在

庫
の
デ
ー
タ
管
理
が
重
要
で
す
が
、
惣
菜
は

製
品
在
庫
を
デ
ー
タ
上
持
た
せ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
仕
掛
品
で
管
理
す
る
業
態
も
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
た
違
い
に
対
応
す
る
た
め
、
一

つ
の
シ
ス
テ
ム
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
、
設

定
で
柔
軟
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
社
員
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
だ
け

を
日
々
扱
っ
て
い
る
の
で
、
担
当
外
の
お
客

さ
ま
か
ら
の
お
問
い
合
わ
せ
に
も
す
ぐ
対
応

で
き
ま
す
。

│
│
ク
ラ
フ
ト
ラ
イ
ン
の
ワ
ン
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
の
考

え
方
と
は
。

﹇
早
川
﹈
当
社
の
ワ
ン
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
と
い
う

の
は
、
全
て
の
お
客
さ
ま
が
同
じ
ソ
ー
ス
コ

ー
ド
を
使
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。
例
え
ば
、

軽
減
税
率
の
変
更
や
原
価
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

た
。
大
阪
や
名
古
屋
な
ど
の
大
都
市
で
な
く

情
報
や
人
材
が
不
足
し
が
ち
な
地
域
の
お
客

さ
ま
に
こ
そ
貢
献
し
た
い
と
、
仙
台
と
札
幌

へ
の
展
開
も
考
え
て
い
ま
す
。
人
材
に
つ
い

て
も
、
子
育
て
中
の
マ
マ
さ
ん
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
や
、
60
代
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
外
国
籍

の
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
な
ど
、
多
様
な
メ
ン
バ
ー

が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
大
事
な
の
は
ス
キ
ル

と
情
熱
で
す
。
音
声
共
有
型
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
も
活
用
し
な
が
ら
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
て

も
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆

　
食
品
製
造
業
以
外
の
分
野
に
取
り
組
ん
だ

時
期
を
経
て
、
ロ
ー
ゼ
ッ
ク
は
食
品
製
造
業

向
け
基
幹
シ
ス
テ
ム
に
軸
足
を
定
め
た
。
積

み
上
げ
て
き
た
16
年
の
知
見
を
、
今
度
は
ク

ラ
フ
ト
ラ
イ
ン
Ａ
Ｘ
で
次
の
段
階
へ
つ
な
げ

よ
う
と
し
て
い
る
。
ロ
マ
ン
と
危
機
感
、
そ

の
両
方
を
抱
え
な
が
ら
現
場
を
支
え
る
姿
勢

が
、
同
社
の
歩
み
を
進
ま
せ
る
。

ま
す
。
特
に
Ｍ
Ｒ
Ｐ
（
資
材
所
要
量
計
画
）

計
算
で
は
、
現
行
の
約
１
０
０
倍
の
速
度
向

上
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
５
分
か

か
っ
て
い
た
処
理
が
数
秒
で
終
わ
る
イ
メ
ー

ジ
で
す
。

│
│
Ａ
Ｉ
活
用
で
見
据
え
る
未
来
と
は
。

﹇
早
川
﹈
今
後
は
、
ユ
ー
ザ
ー
が
入
力
し
た
デ

ー
タ
が
生
成
Ａ
Ｉ
に
活
用
さ
れ
、
人
が
入
力

す
る
作
業
自
体
が
減
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

管
理
部
門
の
省
人
化
が
進
み
、
そ
の
分
の
リ

ソ
ー
ス
を
現
場
の
も
の
づ
く
り
に
回
せ
る
よ

う
に
な
る
は
ず
で
す
。
Ａ
Ｉ
で
作
っ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
基
幹
シ
ス
テ
ム
が
つ
な
が
る
こ
と

で
、
ユ
ー
ザ
ー
自
身
が
よ
り
柔
軟
に
使
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
方
も
人
も
取
り
残
さ
な
い

体
制
を
自
ら
つ
く
る

│
│
今
後
の
体
制
づ
く
り
は
。

﹇
早
川
﹈
20
年
に
岡
山
に
開
発
セ
ン
タ
ー
を
開

設
し
、
今
年
は
福
岡
に
新
拠
点
を
設
け
ま
し

Chihiro Iwai

福岡支社長
岩井 千紘 氏

プロジェクト管理とシス
テム開発の仕事をしな
がら、小学生 2人の子
育てと両立させていま
す。学校行事に合わせて
柔軟に働けるので、助か
っています。こうした働
き方を支える当社は、今
年 5月に福岡拠点を開
設しました。今後は現地
採用を強化し、子育て世
代も活躍できる体制を
整えながら、九州での事
業拡大と地域経済への
貢献を目指していきます。

From 福岡支社

FOOMA JAPAN 2026 出展情報
【ブース番号】WA-01-12

【お問い合わせ】

株式会社ローゼック
℡：03-6822-5150

ローゼックHP

2026.5109
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 食品の生産販売統合システムは
クラフトライン

バージョンアップ時の買い替え不要！お客様の声で機能が進化し続けます。

ご検討ください。クラフトラインという選択肢

売上や出荷状況、受注残の状況、単価などを含め、
各種数値情報がリアルタイムで把握できるように
なったことが大きなメリット！

特に、営業損益データについては、
顧客別、製品別の損益動向まで把
握できるようになり、経営判断に生
かされるようになりました。

製造工程、在庫、原料、工数、どこに問題
があるのか一目ですぐわかり、問題があれば
アラートで教えてくれます。

原料の発注業務は新入社員に
まかせることが可能に！

安全で信頼できる食品を消費者に届ける食
品業界における重要な、責任の重さに役
立っています。

システム自身が改善進化を続けていくの
で、高額な費用をかけてカスタマイズす
る必要がありません。

仕入れ先から価格改定の連絡がきた時点で、
即座に製造原価への影響を把握できます。
販売価格を据え置くための内容量の調整もし
やすくなりました。

数字に基づいた改善意欲が明ら
かに高くなった。データを落と
し込み、自主的に業務改善を進
めるスタッフも増えました。

食品原材料の賞味期限管理の
精度が向上したことが大きな成果

約23時間もかかっていた
原料発注作業が、3時間ほどに短縮！

従業員の意識に
大きな変化！

即座に製造原価への影響を把握

各種数値情報をリアルタイムで把握

フォローアップに強いインパクト

経営に必要な数字や業務の現状が
リアルタイムで把握できる！業務が効率化され、

原価の見える化も可能に！

特定の人に依存しない工場運営へ。利
益と品質・安全を同時に守る、生産管

理がしたい経営者の皆さま

探す、書く、確認する、報告する手間を
減らして、毎日の作業をもっともっと楽

にしたい工場の現場の方々

03-6822-5150 info@rozec.co.jp
株式会社ローゼック　［本社］〒141-0031　東京都品川区西五反田８ー１ー２　第２平森ビル４F　　https://www.rozec.co.jp

資料請求はこちらから

アラート速報値
集計・分析

多様な生産計画全国72拠点への導入実績！
※クラフトライン、イージー帳票合計

※

導入頂いている
ユーザー各社
からの声
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